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ダッシュボードからのデータの解放 :  

会話型アナリティクスで
迅速なインサイトを獲得

C I O/C D O  必見ガイドブック



C I O/C D O 必見ガイドブック

ダッシュボードからのデータの解放 : 会話型アナリティクスで迅速なインサイトを獲得 2ダッシュボードからのデータの解放 : 会話型アナリティクスで迅速なインサイトを獲得

現在のデータに関する課題 : 迅速なインサ
イトでリアルタイムのアクションを実現
今日のビジネスはデータの速度で動いています。競争力を維持しながら一歩先を行き、
打ち勝つには、リアルタイムで情報に基づいたアクションを取る必要があります。また、
チームや部門の枠を超えたアクションも求められます。成功するには企業全体でのデー
タ活用が必要です。あらゆるレベルのビジネスユーザーが、自分で理解して活用でき
る「その時点」のインサイトにアクセスできる必要があるのです。

データをより迅速にユー
ザーに提供することで
大きなビジネス成果を実
現 :1

運用効率が向上した
企業の割合

収益が増加した企業
の割合

利益が増加した企業
の割合

76%

75%

74%

ところが、今日のほとんどの企業がリアルタイム
でインサイトを提供することができていません。
それはなぜなのか。

複雑性。ビジネスインテリジェンスが登場してま
だ間もない頃から、データは複雑でした。今日、
膨大なデータがかつてないスピードで流れてきて
おり、その情報源は多種多様にわたります。その
データをアナリティクスで活用できるよう準備す
るのは、控えめに言っても、至難の業です。

テクノロジー。ビジネスデータの大部分が、依然
として、手作業によるバッチ方式の ETL プロセス
で統合されています。組織の中には、データをス
トリーミングして分析に利用できるようにしてい
るところもありますが、それでも、そのデータを
大規模に変換する必要があります。また、こうし
た手作業のプロセスに対応できるスキルを持つ従
業員は限られているため、遅延は珍しくありませ
ん。このため、データ提供サイクルが数週間、あ
るいは数ヶ月におよぶこともあります。

手法。これまで、ほとんどの組織が、データ管理
/ 統制プロセスチーム（一般的には一元管理型）
とデータ分析チーム（一般的には分散型）の間に
明確な一線を引いてきました。コミュニケーショ
ン、コラボレーション、反復を怠ると、誤解やエ
ラー、ニーズの変化などにより、さらなる遅延が
頻繁に発生します。
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データとの対話 : ダブルスタンダード
問題の 1 つは、アナリティクス対応データを提供するスピードです。提供方法、つま
りユーザーとのデータのやり取りの質も、もう 1 つの問題です。データ利用者のエク
スペリエンスは大きな進歩を遂げ、音声認識アシスタントやウェアラブルデバイスな
どに進化しています。しかし、BI との対話は、ほとんどがダッシュボード内に閉じ込
められたままです。そして、これがビジネスの妨げになっています。

BI が利用者との対話に遅れをとっている 3つのポイント

1. スピード

ギャップ。プライベートではい
つでも最新のデータに基づいた
生活を送っているのに、オフィ
スでデータにアクセスしようと
すると、いまだに数時間、数日、
あるいは数週間かかります。フ
ライト状況を確認した際に数時
間前のデータが表示されたら、
どう思いますか？また、半日遅
れで天気予報が表示されたら？
このギャップが、データを無意
味にしてしまうのです。そこか
らは何も生まれません。

影響。ビジネスにおいて、デー
タの遅れは、鮮度の低いデータ
に基づいた誤った意思決定、ア
クションを起こす機会や競争力
を高める機会の損失など、あら
ゆる事態の原因となっている可
能性があります。

2. インテリジェンス

ギャップ。BI ツールのほとんど
が、状況を意識していません。ユー
ザーがクエリを生成しても、マシ
ンは意図を理解できないため、最
も関連性の高い情報を返してくれ
ません。しかし、Siri に質問をす
ると、ソフトウェアはコンテキス
トデータを利用して、できるだけ
質問者の意図に寄り添ってくれま
す。たとえば、ヨーロッパにいる
時にジョージア州の首都を聞く
と、Siri はアメリカの州ではなく、
その国の首都を返してくれます。

影響。さらに遅延が発生します。
また、タイムリーなデータを取得
できない場合、ビジネスの全体像
を把握することができません。軌
道修正した時には、既に手遅れの
場合もあります。

3. 形式

ギャップ。家庭ではユーザーは質
問を口にすることができますが、
職場ではダッシュボードに縛られ
ます。ダッシュボードは重要です
が、制限もあります。まず、非常
に直観的なものでも、使いこなす
にはスキルが必要です。また、時
間もかかります。ユーザーは、ア
プリを開き、表示して、クリック
やタップをしなければなりませ
ん。そして 3 つ目は、ほとんどの
ダッシュボードで、あらかじめ定
義された経路や事前に整理された
データセットによって、照会でき
るデータタイプや取得できる回答
の種類が厳しく制限されているこ
とです。このようなダッシュボー
ドから入手できるインサイトは限
られています。

影響。ダッシュボードのみの BI に
はスキルが必要なため、導入の障
壁となってしまっています。別の
アプリを開く必要があり、これは
利用の障壁になります。また、ク
エリベースのダッシュボードで
は、発見が制限され、データによ
る競争力強化の可能性を妨げてい
ます。
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2021 年、「拡張され
た利用者の台頭」は、
ガートナー社のデー
タとアナリティクス
のトップ 10 トレン
ドの 1 つです。2

ダッシュボードは便利
だがダッシュボード 
以上のものが必要。
インタラクティブな機能に制限がある単純なダッ
シュボードは時代遅れです。しかし、ユーザーが自
由にデータを探索し、深いつながりを明らかにでき
る高度なアプリは不可欠です。高いスキルを持つデー
タアナリストと、それほど高いスキルを持っていな
いユーザーの両方が、このようなデータとの対話か
ら大きなメリットを得ることができます。

それでも、Alexa や Google を使っている人ならダッ
シュボードだけをツールとして使うべきではないこ
とはわかります。データとアナリティクスを真に民
主化するには、別の方法でインサイトをユーザーに
提供する必要があります。

デジタルコミュニケーション
における「音声」の台頭

2020 年、音声インターフェー
スの利用が 9% 以上増加しま
した。世界中の 16歳から 64
歳までのインターネットユー
ザーの 43% が、毎月デバイ
ス上で音声検索や音声コマン
ドを使用しています。3
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2 部構成のソリューション :  
最新のデータ統合と会話型アナリティクス
今やデータ配信は、ダッシュボードからデータを解放し、直観的かつ人間的な利用
者志向のエクスペリエンスをリアルタイムで提供する時代です。最高情報責任者ま
たは最高データ責任者は、以下を実現したいと考えています。

1. あらゆるデバイスから、アプリを開かずに、自分のタイミングかつ簡単な言葉で質問ができる

2. テクノロジーに状況を理解させる

3. 適切な回答を迅速に得る

DATAOPS（データオプス）を備えた 
最新のデータ統合手法

•	 最新のデータ統合。変更データキャプ
チャやデータウェアハウス / データレ
イクの自動化などの革新的なテクノロ
ジーは、データ処理をバッチで行うの
ではなく、ストリーミングで処理した
り、手動プロセスを自動化したりする
ことで、データの準備と提供の時間を
大幅に短縮します。

•	 DataOps（データオプス）。DevOps に基
づいた手法により、データの提供方法
とそのスピードに革命を起こすことが
できます。DataOps には、最新のテクノ
ロジーの導入、データ変換プロセスの
再改革、データを扱うチーム間のコラ
ボレーションが含まれます。

会話型アナリティクス

ダッシュボードの外では、検索、テキスト、
チャットボットといった形での自然言語に
よる対話により、会話形式でデータに質問
し、瞬時に回答を得ることができます。こ
うした Alexa や Google のような実装は、AI や
機械学習を搭載した BI で既に利用されてい
ます。そして今後、時間をかけて、より高
度かつ便利になり、普及していくでしょう。

幸い、既存のテクノロジーと手法を使って、上記のすべてを実現することができます。

実現に必要な要素は 2 つあります。
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重要 : 状況認識が情勢を変える
ユーザーが自然言語で質問し、AI がその回答を見つける際に不可欠なこと。それは、
システムがユーザーの状況と意図を理解する必要がある、ということです。これが
できない場合、いわゆる「自然言語」による対話が、まったく自然ではなくなって
しまいます。「ディスカッション」には、ユーザーが実際の人間との会話で経験する
ような背景がなく、提供されるインサイトには、必要な関連性がほとんどありません。

完全な状況認識とは？

あらゆる質問のビジネス状況を理解
して、適切な対話を返す（既知の問題、
探索のための質問、将来の結果予測
など）

ユーザーの状況に対応 - 場所や
デバイスを問わず、ユーザー固
有の質問に関連性をもたせて即
座に対応する

時間の経過とともに、機械学習によっ
てユーザータイプを区別。最高経営
責任者、アナリスト、営業担当者な
ど、それぞれに適したインタラクショ
ンを提供できるようになる

時間の経過とともに、機械学習に
よって、ユーザーの行動に基づい
たスキルセットを理解し、適切な
対話を提供できるようになる

コンテキスト AI は、特定のアルゴリズムや機械学習の手法を意味するもので
はありません。これは、人間を中心とした視点とアプローチで AI を捉えてい
ます。その中心となるのが、AI と人間の間の共生関係を可能にする一連の要
件の定義です。コンテキスト AI には、インテリジェンスや適応性が必要です。
また、カスタマイズや制御が可能で、状況を認識できる必要があります。”

O L I V E R B R D I C Z K A  氏
A I/ 機械学習アーキテクト、A d o b e 社

“
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Qlik® が支援できること
Qlik は、あらゆるスキルレベルのすべてのユーザーに、デバイスを
問わず瞬時に会話型アナリティクスを提供できるようにします。ま
た、Qlik のアナリティクス製品には状況認識が組み込まれているた
め、確実に適切なインサイトを提供します。

仕組み

データ提供面では、データのストリーミング、強化、カタログ化、公開を
自動化することで、選択したクラウドに、リアルタイムでアナリティクス
対応データを提供するスピードを大幅に加速します。

1

分析面では、Qlik の連想エンジンにより、あらゆるデータの組み合わせからす
べての関連性を明らかにします。これにより、照会したデータサブセットを
単線的に探索するだけでなく、常にすべてのデータの背景を把握する自由形
式の探索が可能になります。会話型アナリティクスは、Qlik の AI アシスタン
ト「Insight Advisor」が自然言語による対話を可能にし、インサイトを強化す
る提案を行います。連想エンジンにより、Insight Advisor はすべてのデータか
ら常に背景を得ることができます。このため、クエリベースのアナリティク
スツールによるインサイトよりも遥かに関連性のある適切な提案を行うこと
ができます。

2

Qlik のデータ統合プラットフォームには、データウェアハウスの 
自動化、データレイクの作成、カタログ化が含まれています。

詳細は、Qlik Sense の会話型アナリティクスをご確認ください。

クエリベースのツールの問題点

分析の前に、データセットとデータの関係が事前に選択（つまり厳しく制限）されます。こ
れを基盤として AI 機能が搭載されると、AI は同じく事前に選択されたものに制限されます。
マシンは完全なデータセットに一切アクセスしないため、その時点の状況を評価することは
できません。

https://www.qlik.com/ja-jp/products/data-integration-products
https://www.qlik.com/ja-jp/products/qlik-sense/ai
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1 IDC InfoBrief: 協賛 : Qlik、新しい「水」としてのデータ : データとアナリティクスのパイプラインへの投資の重要性、2020 年 6 月

2 Smarter With Gartner、「Gartner Top 10 Trends in Data and Analytics for 2021」、2021 年 2 月 22 日。https://www.gartner.com/smarterwithgartner/gartner-

top-10-data-and-analytics-trends-for-2021/

3 GlobalWebIndex 調査 : https://thenextweb.com/growth-quarters/2020/01/30/digital-trends-2020-every-single-stat-you-need-to-know-about-the-internet/

リアルタイムの会話型アナリティクス : 
今日の企業には不可欠
ユーザーが迅速かつ簡単に操作できる形式でデータやインサイトを提供すれば、ビジ
ネスインテリジェンスの情勢は一変します。即座に、誰もがデータにアクセスできる
ようになります。あらゆる意思決定は、データからもたらされます。そして、あらゆ
るスキルレベルの従業員が、データに基づいてリアルタイムにアクションを起こすこ
とができます。

これらの進歩は、アクティブインテリジェンス（リアルタイムのデータパイプライン
を利用して迅速なアクションを促す継続的なインテリジェンスの状態）の条件を生成
する主な要素です。これは、デジタル時代に勝ち抜くための取り組みを行っているす
べての企業にとって理想的な状態です。Qlik は、すべてのお客様のアクティブインテ
リジェンスの実現に向けて、最新のデータに基づいたリアルタイムのデータパイプラ
インを構築するエンドツーエンドのソリューションを提供しています。

詳細情報 : アクティブインテリジェンスの eBook をダウンロード

https://www.qlik.com/us/resource-library/active-intelligence-the-next-era-of-business-intelligence
https://www.gartner.com/smarterwithgartner/gartner-top-10-data-and-analytics-trends-for-2021/
https://www.gartner.com/smarterwithgartner/gartner-top-10-data-and-analytics-trends-for-2021/
https://thenextweb.com/growth-quarters/2020/01/30/digital-trends-2020-every-single-stat-you-need-to-know-about-the-internet/
https://www.qlik.com/us/resource-library/active-intelligence-the-next-era-of-business-intelligence


Qlik が描くビジョンは、すべての人がデータおよびアナリティ
クスを使用してより良い意思決定ができ、非常に困難な課題を
解決できる、データリテラシーに富んだ世界です。Qlik は、デー
タ、インサイト、アクション間のギャップを解消するエンド
ツーエンドのリアルタイムのデータ統合・アナリティクスク
ラウドプラットフォームを提供しています。データをアクティ
ブインテリジェンスに変換することで、意思決定の質を向上
し、収益および利益性の向上や顧客との関係性の最適化を実
現することができます。 Qlik は、世界 100 ヶ国以上、50,000 社
以上の顧客に向けて事業を行っています。
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